
 

 

 

 

 

 

2 学期が終わりました。ほぼ 2 学期通知表数値が出そろい、受験生は中学の三者面談 

で受験校を決定していきます。第 1志望校がここで決まる生徒もいれば学校との意見 

の相違から年明けまで持越す生徒もいます。本年度は「学区変更元年」ということで 

学校の進路指導は予想通り「早め・きつめ」の傾向です。一般入試日は3 月 12 日。 

残り日数は 80 日。実はここから本当の実力勝負です。少しくらい内申点が不足して 

いてもチャレンジしないと合格は絶対しません。また、逆に内申点が少々良かった生 

徒は気を抜いて失速しないよう注意が必要です。そのためには、冬期講習で実力をし 

っかり蓄えて 1 月の実力テストは高得点を取れるように努力しましょう。世間は新年 

を迎えますが、受験生に「おめでとう」が言えるのは合格の日ですね。垣〕 

いよいよ夏休みに突入です。学校がお休みに

なり自由な時間が増えるこの時期に、オススメ

のレジャースポットがあります。それが、大学

のオープンキャンパスです。 

有名なところでは、近畿大学のオープンキャ

ンパスで近大マグロの試食会があったり、地方

には交通費と昼食代を負担してくれる大学があ

ったりといった至れり尽くせりのおもてなしが

受けられます。もちろん、現役の学生がしっか

りと大学案内をしてくれたり、入試課の大学職

員が説明会を開いてくれていたりもします。 

実際に大学を肌で感じることで、自分の将来

について、より具体的なイメージを持つことが

できるのではないでしょうか。  〔金子祐太〕 
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二十四節気の大暑にあたるこの時期、まさに夏本番！という感じがします。暑さに加えて、夏休みに入り子どもたちが家にいる時間が

長くなることで、ますます体力を消耗する気がします。『土用の丑』にちなんで、夏バテ防止にうなぎでも食べたいところですが、最近

は価格高騰でうなぎも超高級品に…。なかなか手が出ないのが現実です。代わりに(?)、お手頃価格の冷却グッズを使ってクールダウン

を。かわいいモノや、肌触りのよいモノなど、お気に入りの冷却グッズでホッと一息つく時間をつくってみるのもいいですよ。 
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7.8 月のおもなスケジュール 

7/20 月 夏期講習スタート 

8/8 土 

夏期学習イベント 
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 夏期休暇 

22 土 
ミステリーツアー 

（有料：希望者のみ） 
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 中 3 絶対合格 36 合宿 
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６Ｈ・中 1・中２ 

炎の熱闘 24 合宿 

29 土 夏期公開テスト 

 

『塾対策』って、何？ 

この夏はぜひ大学へ 

中学1年生初めての通知表 

いよいよ夏期講習。私たちスタッフ 
一同、今年も万全の態勢で臨みます！ 

８月分学費の振替日は、７/2７

（月）となります。 

先月号の特進館通信にも記載し

ておりますが、今回の振替分は 

8 月分学費として、夏期講習費の

ご請求となります。 

学費の詳細につきましては、明細

をご確認の上、ご不明な点等は本

部事務局(TEL:079-563-0300)

までお問合せください。 

1学期が終了しました。中1生は中学になって初めての通知表をもらいましたね。

小学校までの通知表との大きな違いは言うまでもなく「１・２・３・４・５」の数

値で表されていることです。「算数は得意だったのに・・・」とか「音楽はすべて

◎だったのに・・・」ということがあります。これは小学校までは「テストのため

の準備と対策をほとんど行っていなかった」ことに起因しています。良く言えば実

力勝負だったのです。 

中学では各教科のテスト範囲をしっかり把握し、テストを想定して学習しなけれ

ば高得点には繋がりません。したがって中学から塾に通い始めた生徒の中に非常に

良い通知表をもらい周囲を驚かせるケースがあります。この生徒は正しいテスト勉

強を行い本来持っていた学力が開花し始めたと考えてよいでしょう。自信をつけ大

きく伸びるチャンス到来です。              〔野垣勝彦〕 

しかし中 1 生の通知表数値はまだまだ不安定です。この数値を参考に自分の得意と苦

手を客観視し、受験学年には安定した数値が取れるように努力して行きましょう。〔野垣〕

1 学期が終了しました。各地区の総体も県大会や上位大会を残すのみともなりました。 

これまで部活に力の半分近くを注いでいた中 3 生は 

                                       

                                      

 

私たち特進館学院には、「学校や他塾の批判は絶対にしない」という〝鉄板ルール〟があるのですが、今回は、

自分のプライドのために子どもたちを犠牲にする、ちょっと許せない先生のお話しを、批判ではなく、「客観的

な事実」としてお話しさせていただきたいと思います。 

毎年私は、おもに中学理科の授業を担当していますが、クラスの中で特定の中学校の 

生徒のみ極端に理科の成績が悪い時期がありました。不思議に思って生徒に話を聞いて 

みると、その学校の一部の先生が教科書の学習指導単元順を無視して、ランダムに授業 

を行っている事実が判明。理由は、『塾対策』のためだそうです。 

「塾に通っている生徒だけに良い点数を取らせたくない」という気持ちは立場的には 

わかりますが、このおかげで生徒は塾で学習する単元と学校で習う単元とがまったく違う状況に追い込まれ、

どの単元も理解度はグダグダ状態。オマケに、定期テストでは私たちも悩むような難問のオンパレードで平均点

は 30 点そこそこ。生徒の理解度も把握できていなくて、あえて理科嫌いをあおっているようなものです。 

『塾対策』って、いったい何なのでしょう？ 無意味な施策で、子どもたちが苦しむ姿を見て、とても悲しい

気持ちになったことを、今でもはっきりと覚えています。ちなみに、私たち塾関係者やテスト作成業者などが、

こんな低い平均点のテストを作ったら、間違いなく〝クビ〟になります…。〔北村昌弘〕 

紙面へのご意見をお寄せください！ 

info@g.tokushinkan.co.jp 
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保護者会＆ 
北摂三田高校 
の先生が語る
進学説明会 
ご予定確保をお願いいたします 
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